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1.  平成22年12月期第3四半期の連結業績（平成22年1月1日～平成22年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年12月期第3四半期 3,637 18.9 12 ― 22 ― △9 ―
21年12月期第3四半期 3,059 ― △388 ― △363 ― △403 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年12月期第3四半期 △1.25 ―
21年12月期第3四半期 △54.06 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年12月期第3四半期 5,089 3,930 77.2 526.22
21年12月期 5,265 3,960 75.2 530.11

（参考） 自己資本   22年12月期第3四半期  3,930百万円 21年12月期  3,960百万円

2.  配当の状況 

（注）当四半期における配当予想の修正有無  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年12月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00
22年12月期 ― 0.00 ―
22年12月期 

（予想）
0.00 0.00

3.  平成22年12月期の連結業績予想（平成22年1月1日～平成22年12月31日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）当四半期における業績予想の修正有無  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 4,549 11.9 90 ― 95 ― 53 ― 7.09



(1) 当四半期中における重要な子会社の異動  無  
（注）当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。 

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用  有  
（注）簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。 

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更 

（注）「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表
示方法等の変更の有無となります。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続きを実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
平成22年２月12日発表の連結業績予想を修正しておりません。上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報に基づき作成したものであ
り、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性があります。なお、上記予想に関する事項は、〔添付資料〕２ページ「１．当四半期の連結業績等
に関する定性的情報（３）連結業績予想に関する定性的情報」をご覧下さい。 

4.  その他 （詳細は、〔添付資料〕３ページ「２．その他の情報」をご覧ください。）

① 会計基準等の改正に伴う変更 有
② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年12月期3Q 7,796,800株 21年12月期  7,796,800株
② 期末自己株式数 22年12月期3Q  326,587株 21年12月期  325,137株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 22年12月期3Q 7,470,667株 21年12月期3Q 7,472,332株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

     当第３四半期連結累計期間におけるわが国経済は、円高や海外経済の減速懸念等により、景気の下振れリスクは

あったものの、政府の経済対策などにより企業収益の改善が続き、雇用情勢や個人消費も厳しいながら持ち直しの

動きがみられました。 

    当建設コンサルト業界におきましては、国及び地方自治体の下水道事業予算削減により、受注獲得をめぐる企業

間競争は依然として厳しく、採算の確保は厳しい状況となっております。 

    このような外部環境の中で当グループは、子会社の吸収合併や組織体制の見直しにより、業務及び生産の効率化

   を図ると共に、長期にわたり取り組んできた安全・安心・保全の技術を基にした上下水道及び、環境施設の新設・

   拡張・更新・維持管理に対するコンサルティング業務の推進、さらに、下水道事業の新規事項である構造物の長寿

   命化支援業務や耐震診断業務、地球温暖化対策支援業務の展開など、既市場及び、民需を含めた新市場への営業活

   動を全社一丸となって展開してまいりました。     

 この結果、当第３四半期連結累計期間の受注高は32億３千万円（前年同四半期比9.4％増）となりました。一

方、完成業務高は第１四半期連結会計期間から工事進行基準の適用を開始した結果36億３千７百万円（前年同四半

期比18.9％増）、営業利益は１千２百万円（前年同四半期は営業損失３億８千８百万円）、経常利益は２千２百万

円（前年同四半期は経常損失３億６千３百万円）、四半期純損失は９百万円（前年同四半期は四半期純損失４億３

百万円）となりました。 

 当グループにおける事業部門別の業績は、次のとおりであります。 

［建設コンサルタント部門］ 

 建設コンサルタント部門につきましては、地方自治体の財政難による公共事業の削減及び発注単価の低下等はあ

ったものの、受注高は27億８千９百万円（前年同四半期比11.2％増）となりました。一方、完成業務高は30億５千

５百万円（前年同四半期比25.0％増）となりました。 

［情報処理部門］ 

 情報処理部門につきましては、受注高は４億４千万円（前年同四半期比0.4％減）となりました。一方、完成業

務高は５億８千１百万円（前年同四半期比5.5％減）となりました。 

  

  

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

 当第３四半期連結累計期間における現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、主として売上債権の増加、

未成業務支出金の減少、未成業務受入金の増加などにより、前連結会計年度末に比べて１億３千８百万円増加し、

当第３四半期連結会計期間末の残高は11億１千３百万円となりました。 

 当第３四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況と増減の要因は、次のとおりであります。 

（営業活動によるキャッシュ・フロー） 

 営業活動により獲得した資金は１億２千１百万円（前年同四半期は３千２百万円の獲得）となりました。 

 主な内訳は売上債権の増加額１億９千９百万円、未成業務支出金の減少額４億１千９百万円、未成業務受入金の

増加額１億８千８百万円によるものであります。 

（投資活動によるキャッシュ・フロー） 

 投資活動により獲得した資金は２千１百万円（前年同四半期は６億６千７百万円の獲得）となりました。 

 これは主に敷金及び保証金の回収による収入１億４千６百万円によるものであります。 

（財務活動によるキャッシュ・フロー） 

 財務活動により使用した資金は３百万円（前年同四半期は０百万円の使用）となりました。 

 これは主にリース債務の返済による支出３百万円によるものであります。  

  

  

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

  平成22年２月12日に公表した業績予想に変更はありません。 

  

  

１．当四半期の連結業績等に関する定性的情報
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（１）重要な子会社の異動の概要 

  該当事項はありません。 

  

  

（２）簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要 

① 簡便な会計処理  

   固定資産の減価償却費の算定方法  

        定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法

      によっております。 

      退職給付引当金の算定方法 

       退職給付引当金については、連結会計年度に係る退職給付費用の額を期間按分して算定する方法によって

      おります。 

    ② 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

      該当事項はありません。 

  

  

（３）会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要 

 会計処理基準に関する事項の変更   

  完成業務高及び完成業務原価の計上基準の変更  

  請負業務に係る収益の計上基準については、従来、工事完成基準を適用しておりましたが、「工事契約に 

 関する会計基準」（企業会計基準第15号 平成19年12月27日）及び「工事契約に関する会計基準の適用指針」

 （企業会計基準適用指針第18号 平成19年12月27日）を第１四半期連結会計期間より適用し、第１四半期連 

 結会計期間に着手した請負契約から、当第３四半期連結会計期間末までの進捗部分について成果の確実性が 

 認められる業務については工事進行基準（業務の進捗率の見積りは原価比例法）を、その他の業務については

 工事完成基準を適用しております。 

  これにより、完成業務高は671,850千円増加し、営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益は、そ 

 れぞれ189,120千円増加しております。 

  

  

（４）継続企業の前提に関する重要事象等の概要 

  当グループは、前期まで継続して営業損失を計上していることから、継続企業の前提に関する重要な疑義を生

じさせる状況が存在しております。   

この状況を解消すべく、経営方針の骨子を定め、営業組織の強化により市場の変化に対応した受注拡大と生産

性向上及び徹底したコスト削減に取り組んでおります。具体的には下水道事業の新規事項を中心とした自然災害

リスク対応型業務、地球温暖化対策支援業務、構造物の長寿命化支援業務、自治体の企業会計移行支援業務、下

水道施設のアセットマネジメント業務などの受注活動を積極的に進めております。 

利益につきましては、役員を始めとした人件費の圧縮や組織集約（子会社の吸収合併）、本社及び地方事務所

移転などによる更なる固定費の削減、さらに、技術者のスキルアップや作業の工程管理及び、予算管理などのマ

ネジメント力の強化により生産性の向上を図る事で収益の改善に努めており、経営の健全化に向けて全社一丸と

なって取り組んでおります。 

一方、資金面につきましては、当連結会計年度に見込まれる運転資金の需要に対して、現在の現預金残高での

対応が十分に可能であり、新たな資金調達の必要性はありません。 

従いまして、当社は、継続企業の前提に関する重要な不確実性はないと認識しております。 

  

  

２．その他の情報
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３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年12月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 3,294,170 3,157,068

受取手形及び完成業務未収入金 640,507 441,247

未成業務支出金 328,605 748,129

その他 37,575 42,298

流動資産合計 4,300,858 4,388,745

固定資産   

有形固定資産 282,698 256,129

無形固定資産 124,008 125,584

投資その他の資産 382,149 494,832

固定資産合計 788,856 876,546

資産合計 5,089,714 5,265,291

負債の部   

流動負債   

業務未払金 51,078 201,942

リース債務 6,254 5,019

未払法人税等 38,980 51,718

未成業務受入金 314,468 125,697

賞与引当金 63,547 19,280

受注損失引当金 6,749 5,709

移転費用引当金 － 86,100

その他 118,658 178,447

流動負債合計 599,737 673,915

固定負債   

リース債務 17,380 16,203

繰延税金負債 － 11,042

退職給付引当金 519,944 542,314

その他 21,652 61,005

固定負債合計 558,977 630,566

負債合計 1,158,715 1,304,481
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年12月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,093,000 1,093,000

資本剰余金 3,109,291 3,171,308

利益剰余金 17,503 △35,182

自己株式 △284,705 △284,538

株主資本合計 3,935,090 3,944,587

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 △4,090 16,222

評価・換算差額等合計 △4,090 16,222

純資産合計 3,930,999 3,960,809

負債純資産合計 5,089,714 5,265,291
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（２）四半期連結損益計算書 
（第３四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年１月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年９月30日) 

完成業務高 3,059,564 3,637,589

完成業務原価 2,515,226 2,733,045

売上総利益 544,337 904,544

販売費及び一般管理費 933,283 891,977

営業利益又は営業損失（△） △388,945 12,566

営業外収益   

受取利息 7,565 3,189

受取配当金 4,266 4,344

保険解約返戻金 17,630 5,310

その他 5,503 8,926

営業外収益合計 34,966 21,770

営業外費用   

支払利息 － 578

株式関係費用 8,441 9,919

その他 580 1,572

営業外費用合計 9,022 12,070

経常利益又は経常損失（△） △363,001 22,266

特別利益   

移転費用引当金戻入益 － 4,273

特別利益合計 － 4,273

特別損失   

固定資産除却損 15 989

会員権評価損 － 1,600

特別損失合計 15 2,589

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

△363,016 23,949

法人税、住民税及び事業税 40,909 33,280

四半期純損失（△） △403,926 △9,330
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（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間 
(自 平成21年１月１日 
 至 平成21年９月30日) 

当第３四半期連結累計期間 
(自 平成22年１月１日 
 至 平成22年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

△363,016 23,949

減価償却費 37,222 43,137

賞与引当金の増減額（△は減少） 67,815 44,267

受注損失引当金の増減額（△は減少） 16,298 1,039

移転費用引当金の増減額（△は減少） － △86,100

退職給付引当金の増減額（△は減少） △29,824 △22,370

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △107,726 －

受取利息及び受取配当金 △11,832 △7,533

支払利息 － 578

固定資産除売却損益（△は益） 15 989

会員権評価損 － 1,600

売上債権の増減額（△は増加） 358,352 △199,259

未成業務支出金の増減額（△は増加） 76,441 419,524

仕入債務の増減額（△は減少） △92,018 △150,864

未成業務受入金の増減額（△は減少） 166,952 188,770

その他 △52,650 △99,960

小計 66,029 157,769

利息及び配当金の受取額 12,704 8,447

利息の支払額 － △578

法人税等の支払額 △49,009 △46,017

法人税等の還付額 2,909 2,278

営業活動によるキャッシュ・フロー 32,633 121,899

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の増減額（△は増加） 697,179 △3,020

担保預金の解除による収入 － 4,000

有形固定資産の取得による支出 △3,942 △45,366

無形固定資産の取得による支出 △30,201 △26,022

敷金及び保証金の差入による支出 － △64,598

敷金及び保証金の回収による収入 － 146,943

その他の支出 △39,007 △8,325

その他の収入 43,776 18,079

投資活動によるキャッシュ・フロー 667,805 21,689

財務活動によるキャッシュ・フロー   

自己株式の取得による支出 △88 △166

配当金の支払額 △290 △25

リース債務の返済による支出 － △3,747

財務活動によるキャッシュ・フロー △379 △3,939

現金及び現金同等物に係る換算差額 △490 △1,569

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 699,568 138,080

現金及び現金同等物の期首残高 884,756 975,322

現金及び現金同等物の四半期末残高 1,584,325 1,113,402
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 該当事項はありません。 

  

  

〔事業の種類別セグメント情報〕  

 前第３四半期連結累計期間（自 平成21年１月１日 至 平成21年９月30日）及び当第３四半期連結累計期間

（自 平成22年１月１日 至 平成22年９月30日）  

   当グループの事業は建設コンサルタント事業並びにこれらに付帯する業務の単一事業であります。従って、

 開示対象となるセグメントはありませんので、記載を省略しております。 

   

〔所在地別セグメント情報〕 

 前第３四半期連結累計期間（自 平成21年１月１日 至 平成21年９月30日）及び当第３四半期連結累計期間

（自 平成22年１月１日 至 平成22年９月30日） 

   本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がありませんので、該当事項はありませ 

 ん。 

  

〔海外売上高〕 

 前第３四半期連結累計期間（自 平成21年１月１日 至 平成21年９月30日）及び当第３四半期連結累計期間

（自 平成22年１月１日 至 平成22年９月30日） 

   海外売上高が連結売上高の10％未満であるため、海外売上高の記載を省略しております。 

  

  

 該当事項はありません。 

  

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）セグメント情報

（６）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

オリジナル設計㈱ (4642) 平成22年12月期 第３四半期決算短信

8



（１）連結受注・販売実績（累計） 

① 連結受注状況 

当第３四半期の連結受注状況は次のとおりであります。 

  

 （注）金額は販売価額で表示しており、消費税等は含まれておりません。  

② 連結販売実績 

当第３四半期の連結販売実績は次のとおりであります。 

（注）金額は販売価額で表示しており、消費税等は含まれておりません。 

４．その他投資者が四半期情報を適切に理解・判断するために有用な事項

  （単位：千円）

事業内容 

前第３四半期 
（平成21年12月期 
第３四半期） 

当第３四半期 
（平成22年12月期 
第３四半期） 

（参考） 
（平成21年12月期） 

受注高 受注残高 受注高 受注残高 受注高 受注残高 

建設コンサルタント部門             

上下水道（調査・計画・

実施設計・施工監理） 
2,462,585 2,429,564 2,757,988 2,265,760 3,442,586 2,512,786 

その他 47,011 39,330 31,863 10,908 52,441 30,000 

小計 2,509,596 2,468,894 2,789,852 2,276,668 3,495,027 2,542,786 

情報処理部門             

都市施設情報管理・ソフ

ト開発 
441,798 439,190 440,251 479,656 718,544 621,025 

小計 441,798 439,190 440,251 479,656 718,544 621,025 

合計 2,951,394 2,908,085 3,230,103 2,756,325 4,213,571 3,163,812 

        （単位：千円）

事業内容 

前第３四半期 
（平成21年12月期 
第３四半期） 

当第３四半期 
（平成22年12月期 
第３四半期） 

（参考） 
（平成21年12月期） 

金額 構成比 金額 構成比 金額 構成比 

建設コンサルタント部門   ％   ％   ％ 

上下水道（調査・計画・

実施設計・施工監理） 
2,397,955 78.4 3,005,015 82.6 3,294,734 81.0 

その他 46,227 1.5 50,954 1.4 60,987 1.5 

小計 2,444,182 79.9 3,055,970 84.0 3,355,721 82.5 

情報処理部門             

都市施設情報管理・ソフ

ト開発 
615,381 20.1 581,619 16.0 710,292 17.5 

小計 615,381 20.1 581,619 16.0 710,292 17.5 

合計 3,059,564 100.0 3,637,589 100.0 4,066,014 100.0 
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